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この表題は私のものでなく、今、連日、洪水のように、ネット上にあふれている警告者たち

の時局解釈の一つを借りて使った。Q（この不思議な人物については、後日、説明したい）

の予想では、年明け早々、アメリカで、上記の計画が実行に入るだろうと言っている。トラ

ンプは用意周到に、大統領就任の驚くほど前から、これを考えていたと言われるから、でき

るだけ混乱を避けるように事を進めると考えられる。それでも静穏というわけにはいかな

いだろうから、わが国の報道が、浅はかな解釈をして、自分が恥をかくだけでなく、我々国

民に不利益をもたらすことのないように、これを書くことにする。 

 

まず、傾聴すべき大量のユーチューブ（英語の文字つきと、つかないのがある）から、これ

を聞いてみていただきたい――National Emergency/ Act of War…by Mike Adams  

https://youtu.be/ZWkDbkODQPk 

 

これは現時点（27 日早朝）で、9３万近くの視聴回数と、2.８万の支持をえていて、この数

字は珍しいから、アメリカはじめ世界各国の世論を、かなり正確に反映していると考えてい

いだろう。内容は、かなり具体的に、逮捕候補者、つまりアメリカという主権国家に反逆す

る「深層国家」の逆賊どもの名をあげているが、これは誰から見ても同じであり、陽動作戦

を取ってきたトランプの、愛国的指導者であり、知将としての像も、他の人々の見解と一致

している。例えば、トランプは就任早々、ペンタゴンの予算を大幅に増加して人々を面食ら

わせたが、これはこの軍事裁判のためだった。 

 

実は、こういう真実に、アメリカの民衆が急速に目を開かれ始めたのは、ごく最近のことで

ある。サイト SGT Report を主宰する Sean (ショーン)などは、「呪縛が解けたように」と言

っているが、その通りで、今アメリカで起こっている変化は、いわば、アメリカ全体が、自

覚なしに長い間かかっていた、重い重い病気が、ついに癒え始めたということである。完全

に癒えるには、かなりの時間がかかるであろう。しかし、それがトランプによって始まった

https://youtu.be/ZWkDbkODQPk


ことは疑いようがない（と、多くの人々が考えている）。 

 

これには最近の、ブレット・キャバノー最高裁判事の馬鹿々々しい中傷騒ぎや、露骨な中間

選挙不正事件、カリフォルニア北部の新兵器による放火事件に、Q の活躍などが加わって、

人々が一気に「偉大なる覚醒」（Q の言葉）を起こしつつあるものと思われる。今、米国民

の 95 パーセントが、アメリカのへの最大の脅威は「深層国家」だと答えている。 

 

しかし、米政界の 70 パーセントは、腐敗した、国家を売ろうとする「泥沼」の生き物だと

も言われ、本当にそうなら、「泥沼掃除」は並大抵のことではないであろう。彼らの逮捕の

期間中は、一時的な戒厳令を布かねばならない、とトランプは言っているから、そうなれば、

逆賊と彼らを支持する者たちは、このユーチューブが言う通り、ほとんど間違いなく暴徒化

し、「トランプがいよいよ本性を表して、独裁制を布いた」などと、途方もないことを言う

だろう。この時が最もむつかしい。全く事情を知らない者が、これを表から見ただけでは、

あたかもそれが真実のように見えるかもしれない。悪質なメディアは、これを暴徒側から利

用するだろう。 

 

そこでお願いしたい。日本のメディアは、真実はどうであれ、これまで「全く事情を知らな

い者」の立場に立って、この問題を報道してきた。これまでの行きがかり上、今度もその立

場を貫いて、アメリカの逆賊側のメディアの真似をして、万一、トランプをヒトラー呼ばわ

りしたり、それはなくても、高見から皮肉を言っただけでも、どれだけ馬鹿にされるだろう

か――よく考えていただきたい。トランプは、戒厳令は一時的で、「ワシントン DC から権

力を奪って、あなたがた人民の手に返す」と言っている自分の使命が、ほぼ完了したら、自

分は大統領を辞めると言っており、Q の言う「苦痛の段階」はあっても、この争いが、トラ

ンプ側の勝利に終わるのは見えている。我々日本人は、もうメディアの嘘やごまかしには耐

えられないところにきている。どうかこのあたりで、ご容赦を願いたい。 

 

「Q チームとドナルド・トランプ側」（ある人の表現）のユーチューブのいくつかは、トラ

ンプのもたらす変化は、「4 年で終わるのでなく、長期革命になる」と言っている。その革

命は、そう簡単にいくものではないが、それだけに確実に進行するものであることは間違い

ない。父ブッシュが唱え、米国民が騙されていた NWO グローバリズムは挫折したが、ま

た別の政治家がこれを復興する、などということはありえない。アメリカ人はそんな馬鹿で

なく、歴史そのものがそんな筋書きにはなっていない。 

 

上に引用したユーチューブに対する読者のコメントの、最初のいくつかを引用しておく。ア

メリカと世界の考え方の方向を知るのに、これは役立つ（カッコは支持者数）―― 

 



「私は 1,000％賛成だ。アメリカ人民に対する犯罪は、やめさせなければならない。」（587） 

「我々はトランプ大統領支持する。トランプ大統領に神の祝福あれ！」（141） 

「ドナルド・トランプ大統領とその家族に、神の祝福あれ！」（73） 

「民主党は、反逆罪法で、議会から追放されねばならない。」（101） 

「私は民主主義でなく、憲法共和国を望む。」（36） 

「何が起こっているのか、説明してくださってありがとう。我々は、我々の憲法と大統領

を支持する。絶対に！」（1253） 

「ただワオ！と言うばかりだ。よくやってくれた、マイク・アダムズ‼ 長い間、こうい

う風に話す人に逢ったことがなかった。彼は整然と、ほとんど単純な人のように、あら

ゆることを静かに平易に語る。非常に明瞭で、筋道をたどりやすく理解しやすい。しか

しドラマチックな、誇張するような所は全くない。」（68） 


